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< ７月２７日（土） 西古川地区「夕遊広場」での「白金のいぶき」販売会～生徒３名による試み～ ＞ 

  ９年生 加藤 幸弥 さん（西古川駅前地区） 、 福原 陽登 さん（新堀地区） 、 早坂 侃太 さん

（保柳地区） が 菓子１００個完売を目標に奮

闘しました。お買い上げの方々に、学習成果を

紹介するリーフレットを配布することや、麦茶  

ｏｒ コーヒーをサービスするというアイディアの

効果もあり、見事目標達成となりました。 

  取り組んだ後の振り返りでは、未来志向的

なアイディアが生徒から挙げられました。 
 

・１～２個販売では受け渡しは楽だったが、多く購入

された方には袋を準備する必要性があった。 

・売り場で待つだけでなく、進んで宣伝しながら販

売するための準備が必要であった。 
 

 当日は、西古川地区サポーターの内田貴博さん、おやつ

工房ハルリッカの皆様にご協力をいただきました。 

また、地域の皆様には、生徒の試みを温かく見守っていただ

き、差し入れ等のお心遣いにも重ねて感謝申し上げます。 

 尚、売上金の一部は、次の３点に活用しました。 

 ① 西古川地区公民館事業のボランティアに参加した 

    生徒３名に差し入れ（氷ペットボドル麦茶） 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 東北大会、全国大会に出場した生徒に差し入れ（スポーツドリンク） 

 ③ ７月１１日（木）後期ブロック８・９年生に、東京からオンラインで講話 

    していただいた「国境なき医師団ＪＡＰＡＮ事務局」に寄付 

 

 

 

 

     地域連携・志教育担当 佐藤 輝和 

     大崎市立古川西小中学校  地域学校協働活動 便り         ２０２４ 年 ８ 月 ２６ 日（月） 
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